
平成２８年度 南アルプス市社会福祉協議会事業報告書 

≪総務部門≫  

 １ 会務の運営 
① 会議の開催   

  名  称       内  容 開催回数・日付 

正副会長会議 理事会、評議員会の対応について他    ４回 

理事会・評議員会 

第１回 平成２７年度事業報告一般会計決算他 

第２回  慈恵寮特定目的積立金の名称について他 

第３回 平成２８年度資金収支第１次補正予算・ 

新定款制定他 

第４回 評議員候補の選任 

第５回 事業計画他 

５月２６日 

８月２３日 

１２月２０日 

Ｈ２９年 

３月 １日 

３月２２日 

監事会 平成２７年度定期監査  ５月１６日 

評議員選任・解任委員会 第１回 評議員の承認  ３月 1 日 

庁内会議 
会長、局長、次長、課長、施設長、所長による全

体会議 
１２回 

チーム担当者会議 研修チーム会議 ２回 

苦情解決第三者委員会 平成２７年度の苦情・ヒヤリハット報告会（７２件） １回 

 

② 役員の研修、事業等参加協力  

名  称 開  催  日 参  加  者 

街頭募金 １０月 ３日 理事         １４名 

各地区運動会 ９月～１０月 理事・評議員     ３０名 

市社会福祉大会 １１月１３日 理事・監事・評議員  ３０名 

県社会福祉大会 １１月２９日 理事・監事・評議員  １２名 

社会福祉法人制度改

革セミナー 
１１月１６日・１２月１３日 理事・評議員     ２６名  

 

③ 会費納入状況 （H29.3.31 現在） 

 一般会費 

地  区 実 世 帯（戸）  
（H28.4.1 現在） 

自治会   

加入世帯 
会 員 戸 数   金  額（円） 

八 田 ２，８０４ ２，００１ １，７２９ １，７２９，０００ 

白 根 ７，５７６ ５，５９７ ４，６４０ ４，６３９，２００ 

芦 安 １５５ １５４ １１７ １１７，０００ 

若 草 ４，６５８ ２，９５９ ２，７００ ２，７００，０００ 

櫛 形 ７，０７６ ５，５４０ ４，６０９ ４，６０５，７００ 

甲 西 ４，８１０ ３，５６２ ２，９９４ ２，９９４，０００ 

その他   ５ ５，０００ 

合 計 ２７，０７９ １９，８１３ １６，７９４ １６，７８９，９００ 
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賛助会費/特別会費納入状況 （H29.3.31 現在） 

区 分 会員数 口数   金  額（円） 

賛助会費 ３９名 ５４口 ５４，０００ 

特別会費 ３団体 ３口 １５，０００ 

合 計   ６９，０００ 

 

 

④ 職員研修 

実施主体 内   容 参加者数 

全社協 

市町村職員研修 

山梨県社協 

他 

・社会福祉従事者傾聴能力向上研修 

・社会福祉従事者仕事に必要なプラン設計と

自己管理研修 

・雇用管理責任者研修 

・事業マネジメントシート活用方法研修 

関東ブロック郡市町村社協職員合同研究協

議会（新潟） 

福祉サービス苦情解決事業研修会 

年末調整研修 

マイナンバー研修 

社会福祉法人制度改革研修 

市区町村社会福祉協議会管理職員研修 

社会福祉協議会活動全国会議 

・社会福祉協議会 全国会議 

・災害ボランティアセンター運営者研修会 

・コミュニティーオーガナイジングジャパン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延べ４４名 

山梨県警 ・運転管理者講習 ３名 

 

 

⑤ 内部研修 

研 修 日 内  容 講 師 参加者 

  ７月２７日 メンタルヘルス研修 
社会保険労務士 

塚原正明氏 
３５名 

１１月１６日 社会福祉法人制度改革研修 
福祉経営コンサルタント

手塚斉氏 
３９名 

 ２月１７日 リスクマネジメント 
山梨県介護福祉士会 

原藤愛先生 
３６名 

 ２月２３日 

   ２７日 

生活支援体制整備協議体の必要

性について 

第１層生活支援コーディ

ネーター  斎藤節子氏 
３８名 

 ３月２８日 災害ボランティア伝達研修 地域福祉課 ３２名 

 

 

⑥ 事故・苦情・ヒヤリハット報告 

事故（車輌を含む） 苦 情 ヒヤリハット 合 計 

４０件 ８件 ６件 ５４件 
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苦情の内容及び対応・結果の概要（８件） 

区

分 
内容 対応・解決結果等 

苦

情 

ﾍﾙﾊﾟｰについての苦情：ﾍﾙﾊﾟｰが来ない。誰

でも良いから来てほしい。 

 

 

ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰへの苦情：ﾍﾙﾊﾟｰ訪問に併せて

訪問してくる。ゆっくり話しをしたい。ﾍﾙﾊﾟｰ

への苦情に対して不満があれば事業所は

変更できると発言され不快に思った。 

ﾍﾙﾊﾟｰについて：本件は担当出来るﾍﾙﾊﾟｰ

が 1 名しかいなかった。本件に関わらず、1

名の利用者に対しﾍﾙﾊﾟｰを複数確保す

る。 

ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰについて：利用者、ご家族の状

況変化、本当の気持ち等について丁寧に

アセスメントする。 

苦

情 

「手をつなごう」8 月号に交流会担当の職員

が、出演の落語家の写真を許可なく掲載。

また、演目も独断で決め掲載した。 

別件で本人に連絡した際発覚。落語家ご

本人に謝罪する。 

苦

情 

「手をつなごう」8 月号に、団体名を誤って掲

載した。 

団体のメンバーから連絡があり発覚。メン

バーおよび代表者へ謝罪する。 

苦

情 

自宅の電話番号が社協地域福祉課の電話

番号と似ているため以前から間違い電話が

多い。昨日もあった。間違った記事が載った

こともあった。 

謝罪し再発防止に努める。 

苦

情 

利用者訪問時、庭に停車していたがご家族

が車を出すために隣の農協の敷地へ移動｡

農協の敷地に停めるのは不適切ではと農

協の利用者から社協事業所へ電話で苦情

があった。利用者宅に車を移動する。(当

初、電話はしゃきょんの家にて受付） 

電話連絡を受けた時点で車へ戻り、その

場で謝罪をして車を利用者宅の庭へ移動

する。訪問後、建物の中にいらっしゃった

ため、再度謝罪に伺い次回からはないよう

にすることを伝える。 

苦

情 

デイ利用者を自宅敷地内（砂利）で介助者と

運転手で移動しようと車いすのフットレストを

持ったところ、可動式の為左足がフットレスト

ごと持ち上がってしまった。すぐに謝罪し元

の位置に戻したがご主人に怒られてしまっ

た。帰所後職員から報告がなくケアマネジャ

ーからの連絡で知る。 

事実確認後直ぐに利用者宅へ連絡し謝罪

する。次回から気を付けてくれれば良いで

すとのことであった。福祉用具の取扱につ

いて確認するとともに、どんな意見でも承

ったら、管理者に報告するよう職員に徹底

する。 

苦

情 

被後見人の口座のある金融機関から、「死

亡した翌日に後見人（社協）が出金してい

る、死亡したら代理人でなくなる。普通預金

を「0」円にすることは疑われても仕方ない。

裁判所が許可した書面はあるのか？現金

化したお金の保管場所は?」などの苦情（確

認）の電話がある。 

民法の改正で死後の出金について現在は

合法。裁判所書記官からは、領収書があ

れば現金化に関しては問題はないが必要

以上の出金は控えるべきだったのではな

いかとの意見があった。今後は、最低限の

出金でもまず金融機関に相談、凍結され

た場合裁判所から解除命令を出してもらう

こととする。 

 

⑦ 福祉バス運行事業 

 運行回数（温泉） 乗車人数（温泉） 

櫛形福祉バス １２２（ ４７） １，８２２    （３５５） 

若草福祉バス １９１（１２８） １，６８５   （４４９） 

計 ３１３（１７５） ３，５０７   （８０４）  
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⑧ 広報活動（会費・共同募金） 
・社協だより発行  年２回 （７月１日・２月１日）   総配布 ２０，７４０部  

・ボランティアじょうほう「手をつなごう」毎月１日発行 総配布 ２０，７４０部 

・ホームページ設置   ホームページアドレス（http://www.minami-alpsshakyo.or.jp） 

・マスコットキャラクター「しゃきょん」桃源郷マラソン・各福祉イベント出場 

 

⑨ 福祉大会の開催（会費）  
・日時 平成２８年１１月１３日（日） 櫛形生涯学習センター  

参加者３００名 

   ・内容 表 彰 民間社会福祉施設、団体役職員功労表彰  １名 

民生委員・児童委員功労        ５名 

金品寄附・労力提供           ２名 

福祉ポスター入賞者  １１名  金婚祝い贈呈 ３１組 

講 演 『未来に伝えたい南三陸』佐藤慶治氏（震災当時高校生） 

 

                

２ 指定管理施設及び管理施設の管理・経営  

施 設 名 
利 用 人 数 

会議室貸出等 通所Ｅ 合 計 

白根げんき館 １，６００ １，７８４ ３，３８４ 

若草健康センター １８，５４８ ０ １８，５４８ 

甲西保健福祉センター ５，２１５ １，９４２ ７，１５７ 

 
≪事業部門≫ 

１ 地域福祉活動の推進  
 第３次地域福祉活動計画２年目の年であった。この計画は、市の地域福祉計画と連動・協働し、

地域福祉を推進するため住民や専門機関・団体、障害や課題を抱える当事者が主体的にかかわり、

支援する側・される側が、お互いを理解しあい、支え合いながら生きる地域づくりに向けた行動

計画である。 

平成２５年度に取り組みを開始した「ふくし小委員会」は、住民が中心となり、定期的な話し

合いをする中で実践に向けた取り組みを進めてきた。一方で、公的サービスの縮小や急激な少子

高齢化など、社会情勢が大きく変わる中でも、住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らせる仕

組みをつくるための「生活支援体制整備協議体」への取り組みが全国的に進められている。これ

は、社協が取り組んできた「ふくし小委員会」「ふくし井戸端会議」と目的が同じことから、す

でに取り組み始めていた八田、若草北地区以外でも、市の生活支援コーディネーターと協力し取

り組み始めているところである。取り組み単位を小学校区と決め、２９年度中には旧町村ごとに

1地区の設置を進めていく予定で、２８年度はそのための準備を中心に行った。 

また、住民一人ひとりが自分事として捉える視点や、住民同士のお互い様の気持ちと行政や社

協などとの連携と役割分担の共有を図ることを目的とし、２８年度も実際に市内で起きている問
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題を事例として、住民を対象にした「ふくし勉強会」を 5回開催した。ゴミ屋敷・外出困難・貧

困・地域の繋がりなどについて学びを深めた。２７年度から継続して開催したことや、テーマを

変えたことで、それまで参加しなかった住民の参加もみられ、決して他人事でないこととして気

づきの視点をもてる人を増やすことが出来たのではないかと考える。参加者からは「自分にでき

る事をやっていきたい」との声があがり、３月には実際のサービス提供にむけた研修会を開催し

た。２９年度はサービス提供者の養成講座を行い、生活の中の小さな困りごとを解決する仕組み

のひとつとしてスタートする予定である。 

今後も「誰もが自分らしく安心して暮らせる地域」を目指し、「早期発見・早期解決・予防」

に向けた地域づくりの取り組みや個別支援から見える地域課題をもとに小学校区における「地域

で話し合える場」を作り、住民とともに考え、協働で地域づくりを進めていく。 

 

① 職員の質の向上   

研 修 日 内   容 参加者 

６月 ３日 読まれる広報誌の作り方研修（県社協） １名 

７月２１日 
社会福祉従事者の仕事に必要なプラン設計と自己管理

研修（県社協） 
１名 

１０月１８・２５日 

１１月１・８日 
甲斐の国・防災リーダー養成講座 １名 

１１月 ６日 
山梨県地震防災訓練における災害ボランティアセンタ

ー設置・運営訓練 
２名 

１１月１４日･１５日 関東ブロック郡市町村社協職員合同研究協議会 ４名 

１１月１５日 
小規模自治体における地域包括ケアの推進(厚生労働

省)   
 １名 

１１月２８日 社会福祉施設メンタルヘルス研修（県） １名 

１２月 ７日・８日 第２回災害ボランティアセンター運営研修（全社協） ２名 

1 月２２日・２９日 

２月 ６日・１３日 
防災士フォローアップ研修 １名 

１月２６日 山梨県防災講演会 ３名 

２月 ２日 県社協主催 災害ボランティアセンター担当者会議 ３名 

２月 ７日 山梨県買い物弱者対策情報交換会（県） ３名 

２月１４日 生活支援コーディネーター意見交換会（県・県社協） １名 

２月２１日・２２日 
社会福祉協議会活動全国会議及び住民主体の地域包括

ケア推進セミナー（全社協） 
３名 

２月２７日 
生活支援コーディネーター養成・スキルアップ研修会

（県） 
５名 

３月２３日 
平成２８年度市町村社会福祉協議会ボランティア担当

者研修会 
１名 

 

② 各関係機関の依頼による講師 

    ●防災講話  自治会、学校、サロンなどへ防災講話を実施 

実施回数  ２４回 延べ参加者数  ２，２７１名 

 

    ●ボランティアについて 各種団体へ説明 

実施回数   ４回 延べ参加人数    １５１名 
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    ●サロン説明 各種団体へ説明 

実施回数   １回 延べ参加人数      ８名 

 

 

③ 相談援助実習生受入  

学 校 名 受け入れ期間 人 数 

山梨県立大学【３年】 ８月１６日～９月１６日 ２名 

山梨県立大学【２年】 １０月３日・１７日・２４日・３１日 ６４名 

健康科学大学【３年】 ８月８日～９月２０日、１月１６日～２月２４日 ３名 

計     ６９名 

 

 

④ ふれあい生き生きサロン（会費・共同募金） 
サロン助成金対象 ５６サロン      

研修会の開催     ２回 １，０３１名 

  

●高齢者サロン  

開催箇所数       ５６箇所 

開催回数 ８５３回 

参加者延べ人数 １４，５２３名 

●子育てサロン 

開催箇所数         １箇所 

開催回数 １５回 

参加者延べ人数 １８２名 

●障がい者サロン 

開催箇所数         ２箇所 

開催回数 ３１回 

参加者延べ人数 ３１９名 

 

⑤ 福祉運動会（会費・共同募金） 

地  区  開 催 日 会    場 参加者数 

八田地区 １０月８日 すぱーく八田 １６４名 

白根地区 １０月１２日 すぱーく白根 ４３２名 

芦安地区 ９月１７日 芦安小学校校庭 ２００名 

若草地区 １０月１４日 若草体育館 １７４名 

甲西地区 １０月２２日 甲西体育センター １８４名 

合  計 １，１５４名 
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⑥ ふくし小委員会・ふくし井戸端会議の開催（会費・共同募金） 

（市開催芦安みらいサロン参加含む） 

地  区  開 催 日 テーマ 参加者数 

八田地区 

（小委員会） 

６月２９日 

今後の活動について、世帯カード更新に

ついて、災害ボランティアセンター設置

運営訓練について 

１０名 

７月２９日 世帯カード更新ＰＲについて １２名 

９月 ８日 意見交換会、協議体について ６名 

１０月１４日 
災害ボランティアセンター設置運営訓

練について、今後の活動について 
１４名 

１１月１８日 
協議体の目的・プロジェクトの目的の摺

合せ、2/19 のフォーラムについて 
１６名 

１２月 ８日 
2/19 フォーラムのスケジュール＆台本

の確認、通知送付先の確認 
２０名 

１２月２７日 2/19 フォーラム（寸劇）打ち合わせ １７名 

１月１３日 
2/19 フォーラム 当日までのスケジュ

ール確認および寸劇の練習 
１５名 

２月 １日    〃 ２０名 

２月１５日    〃 ２０名 

２月１９日 
「あったか ゆるやか ささえあい」フォ

ーラム 
１７８名 

３月 ２日 
2/19 フォーラムのアンケート集計確認、

来年度の活動について 
２２名 

３月２３日 
来年度の活動と運営について、プロジェ

クトメンバーについて 
２３名 

若草北地区

（小委員会） 

７月 ４日 事前打ち合わせ ４名 

７月２６日 アンケート振返り、協議体とは １１名 

１月３０日 【新体制】協議体とは、自己紹介 １８名 

２月２２日 協議体への質問、今後方向性について １７名 

若草南地区 

（小委員会） 

１１月 １日 事前打ち合わせ ５名 

１１月 ９日 自己紹介、メンバー選出について ８名 

１２月１３日 事前打ち合わせ ５名 

１２月１４日 役割決め、会ネーミング決め １１名 

１月１２日 浅原地区話し合い ７名 

１月３０日 事前打ち合わせ １１名 

１月３１日 協議体について １２名 

２月１７日 事前打ち合わせ ５名 

２月２０日 協議体ＰＲ・周知について １２名 
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曲輪田地区

（井戸端） 

５月２１日 
個別課題（認知症）から地域のつながり

や話合いの場について 
４名 

６月１８日 認知症を地域で理解する方法検討 ４名 

７月１６日 認知症講座について検討 ７名 

９月１７日 認知症講座実施、地域人材把握 ９名 

１０月１５日 
認知症講座からの徘徊訓練実施方法の

検討 
９名 

１２月１７日 要支援者支援体制の整備 ９名 

下町地区 

（井戸端） 

１１月２３日 
地域課題(世代間交流の不足)解決策内

容の検討 
７名 

１２月２３日 
地域課題(世代間交流の不足)解決策内

容の検討 
８名 

１月２６日 
地域課題(世代間交流の不足)解決のた

めのイベント内容の検討 
７名 

３月１３日 
地域課題(世代間交流の不足)解決に向

けたイベント内容、実行委員長の選定 
９名 

枇杷ヶ池地区 

（井戸端） 

５月２５日 要支援者状況把握 ３名 

７月２７日 支援者会議実施・事業所間連携体制整備 ５名 

１１月１５日 要支援者状況確認 ２名 

下市之瀬地区 

（井戸端） 

７月２０日 地域の課題検討 ４名 

９月２８日 課題の情報共有 ５名 

１２月 ７日 課題(引きこもり)支援方法検討 ５名 

３月２８日 課題(地域団体の衰退)活動状況共有 ６名 

芦安みらい 

サロン 

５月２４日 新たな企画提案、芦安振興事業について １０名 

１０月２５日 

芦安で新生活を始めた方との情報交換、

芦安振興事業について、芦安の生活文

化・慣習の聞き取りについて 

１４名 

１１月１５日 
ふるさとの文化を守り伝える、鳥獣被害対策

について 
１９名 

２月２８日 集落支援員について、 ９名 

３月２４日 
芦安郷土食「しょうゆの実」普及計画、

有害鳥獣追い払い計画 
１０名 

湯沢地区 
１１月２２日 協議体に向けた話し合い ６名 

１月１０日 協議体に向けた地域への説明会 ３０名 

下宮地地区

（甲西）井戸

端会議 

４月１２日 下宮地の要支援者についての情報共有 ４名 

６月 ７日 下宮地の要支援者についての情報共有 ５名 

８月 ９日 下宮地のこれからの課題について ７名 

２月 ７日 下宮地の要支援者についての情報共有 ７名 
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東南湖地区

（井戸端会

議） 

４月 ８日 東南湖の要支援者についての情報共有 ６名 

５月１３日 東南湖の要支援者についての情報共有 ５名 

６月１０日 東南湖の要支援者についての情報共有 ４名 

７月１５日 東南湖の要支援者についての情報共有 ４名 

８月１９日 民生委員の全ケースの共有 ６名 

１０月１８日 東南湖の要支援者についての情報共有 ５名 

西南湖地区

（井戸端会

議） 

５月２６日 西南湖の今後の課題ついて ５名 

 

２ 在宅福祉活動の推進 
 

① 社協独自事業  
●おやつサービス（会費）  

     ８０歳以上のひとり暮らし高齢者等に手づくりおやつを配食し安否確認  

実施回数  ８２回 延べ利用人数  ７，９４３名 

 

●通院サービス（補助金）  

おおむね６５歳以上の一人暮らし高齢者等で通院手段のない方（非課税世帯）  

登録者数  ５３名 延べ利用人数    ８１９名 

 

●福祉機器等貸し出し事業（会費）  
・車椅子車両     ３７６件   

・車椅子        ９１件 

  ・高齢者疑似体験セット  ５件 

 

② 介護福祉課委託事業   
 

●通所型サービスＥ事業（介護認定を受けていない６５歳以上の方） 

 実人数 延べ利用人数 備 考 

八田地区 ２１ ８７０ １ 箇所 

白根地区 ４４ １，７８４ １ 箇所 

芦安地区 ７ ２２４ １ 箇所 

若草地区 ４６ ２，７５７ ４ 箇所 

甲西地区 ５５ １，８７１ １ 箇所 

計 １７３ ７，５０６ ８ 箇所 

 

●食の自立支援事業（おおむね６５歳以上の虚弱一人暮らし高齢者）  

実人数 延べ利用食数 備   考 

８３名 １１，６２８食 ３６５日対応 
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●芦安通院サービス事業（おおむね６５歳以上で通院手段の無い方）  

登録者数 １７名 延べ利用人数 １５５名 

 

●生きがいと健康づくり講座   

    講座名 回数 延べ参加者数 

絵手紙教室（初心者）  ９回 ５２名 

絵手紙教室（経験者）  ９回 ７０名 

民踊教室 １０回  １９３名 

カラオケ教室  ９回 １７名 

フラダンス教室 １０回 ４７３名 

健康料理教室  ８回 １４５名 

発表会（当日参加者数） １回  １１０名 

認知症予防教室 ３回 ４２名 

合計 ６講座・７教室・発表会 ５９回 １，１０２名 

 

●介護支援ボランティア・ポイント制度事業 

  

登録者数 ９３名 延べ活動回数 ９５９回 

活動受入施設 ３８ヵ所 在宅支援数 ９名 

ポイント活用申請者数 ５２名 合計ポイント数 １，３７０ 

 

開催日 研修内容 参加者数 

５月１１日 ７月 ５日 

１２月１４日 
養成研修 １５７名 

６月 ８日 ７月１２日

８月２９日 
活動事前学習 ７３名 

１０月２６日・３１日 施設見学研修 ４４名 

３月１５日 フォローアップ研修 ３１名 

 

 

３ 援護対策事業（補助等）  
   ●利子補給事業(補助) 

生活福祉資金利子補給事業          ０件      

居室整備資金利子補給事業           ０件      

    ●社会福祉金庫貸付事業 

    貸付      ５０件  ２，７２４，０９５円 

新規貸付      ９件     ７０５，０００円 

償還      ２５件    ６８７，０００円 

      償還完了    １１件     

●生活福祉資金貸付事業             

新規貸付     １件  １，４６４，０００円 

●居室整備資金貸付事業  ０件 
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４ 啓発事業  

ボランティアじょうほうの発行（会費・共同募金）広報活動に含まれる 
   ボランティアじょうほう「手をつなごう」 毎月発行 新聞折り込み  ２０，４００部   

   市内情報誌配布 ６６ヶ所 市内ボランティアボード ２０ヶ所 

 

 

５ ふくし相談支援センター（委託） 

 コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）は、生活のしづらさを抱えている一人ひとりに

寄り添うきめ細かな相談支援を行い、相談者を必要な支援に繋げたり、住民や関係機関と連携し

て個別や地域の課題を解決し、住みやすい地域をつくるための活動を行っている。 

 

① 相談件数  実３６６人 延べ７，５０３件  

相談支援内容 延件数 連携機関 延件数 

金銭問題 ５２１ 本人 ３，４０６ 

住居問題 １４２ 同居家族 ３９４ 

生活問題 ４，６５０ 別居家族 ２３０ 

法律問題 ４ 地域住民・知人 ２９７ 

家庭・環境問題 １４４ 民生委員 ４３１ 

健康問題 ８３０ 医療機関 ２４４ 

労働問題 ４４ 警察・保健所 ６４ 

教育問題 １０ 学校・保育所等 ９ 

就労問題 ２５７ 福祉総合相談課（生活保護） １７０ 

介護問題 ３３２ 福祉総合相談課（相談支援） １６８ 

その他 ５６９ 地域包括支援センター ３８７ 

相談経路 件数 社会福祉協議会内 ４８７ 

本人 ４０ ケアマネジャー ３０３ 

家族 １４ 障害者相談支援センター ８２ 

地域住民・知人 ２７ 障害者計画相談 ４９ 

民生児童委員 ４８ サービス提供事業所(高・障) ９２ 

医療機関 １ 就労準備支援事業所 ３ 

福祉総合相談課 ２２ 企業／ＮＰＯ ２２２ 

地域包括支援センター ２７ ハローワーク １８ 

ケアマネジャー・事業所 １８ その他 ４４７ 

障害者計画相談 ３   

企業・ＮＰＯ ２   

社会福祉協議会内 ３１   

その他 １３３   
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② 職員の質の向上 

内 容 日 程 場所・主催者等 

相談支援のプロセス インテーク・アセスメ

ント整理の手法 
４月２７日 

地域包括支援セ

ンター 

ＣＳＷ配置事業オリエンテーション 

４月１４日・２６

日・５月１３日・６

月１日 

市総合相談課 

相談支援の基礎について ５月２５日 
ふくし相談支援

センター 

対話を学ぶセミナー ５月２１日 
南アルプス青年

会議所 

山梨ダルクセミナー「依存症という病」 ６月１１日 
NPO 法人山梨ダ

ルク 

社会福祉従事者の傾聴能力向上研修 ６月２３日 県社協 

コミュニティソーシャルワーク実践者養成

研修（基礎編 STEP1） 
７月９日・１０日 

日本地域福祉研

究所 

関東ブロック社協職員合同研究協議会暮ら

しをつくる～一人ひとりの暮らしを支える

ために～ 

７月１４日・１５日 新潟県 

罪を犯した障害者・高齢者の地域支援・実務

者研修 
１１月２５日 

山梨県地域生活

定着支援ｾﾝﾀｰ 

コミュニティソーシャルワーク実践者養成

研修（基礎編 STEP2） 
２月４日・５日 

日本地域福祉研

究所 

ひきこもり支援検討会議 ３月 ３日 
山梨県障害福祉

課 

コミュニティ・オーガナイジング・ワークシ

ョップ 
３月１１日・１２日 

ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｵｰｶﾞﾅｲｼﾞ

ﾝｸﾞ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ 

アセスメント深める力をつける 
６月～９月 

２回/月 

ふくし相談支援

センター 

目的を持った支援を行うためのプラン作成 
１０月～３月 

２回/月 

ふくし相談支援

センター 

ケース共有 事例検討 通年 １回/週 
ふくし相談支援

センター 

ＣＳＷ相談支援基礎研修（新ＣＳＷ対象） 
７月 ２回/週 

８、９月１回/週 
市介護福祉課 

 

 

③ 啓発活動 

啓発活動を行った機関 日 程 内 容 

単位地区民生委員児童委員定例会

（１４地区） 
４月～５月 

ふくし相談支援センターの

事業について 

民生委員児童委員  ３月 ７日 地域ささえ愛セミナー 
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６ ボランティア事業（会費・共同募金）  
社協が活動費を助成しているボランティア団体  ４１団体 

内訳（２０，０００円 ３５団体 １０，０００円 ６団体） 

 

① ボランティア事業   

事業名 開催日 回数等 延べ参加者数 

夏休みボランティアスクール ８月４日、５日 ２４名 

ボランティア交流会 ９月１０日 １０７名 

ふくし勉強会ノンフィクション南アル

プス 

  ６月１６日、 ９月 １日 

１１月１７日、１２月２1日

１月２３日 

１９１名 

生活支援サービスについて考える会 ３月 ９日 １４４名 

新規ボランティア団体助成金説明会 ３月２２日 １団体 

サロンボランティア研修 ２回 ２００名 

男性ボランティア定例会 毎月１回（第３水） １２０名 

女性ボランティア定例会 毎月１回（第２火） １００名 

話し相手ボランティア定例会 毎月１回（第３木） １５６名 

ボランティア相談日の開設 毎週１回（水） １５名 

ボランティアフォローアップ研修 １２月１３日、１４日 ２１名 

福祉ボランティア活動 ２２回 ３８名 

花植えゴミ拾いボランティア活動 
ゴミ拾い６回 

花植え６回 
１２０名 

ボランティアセンター利用状況 ８５回 ２５４名 

ボランティア調整件数 毎月１０回 １２０件 

 

② 福祉ポスターの募集（会費・共同募金）  
応募数  ８３９点 

特選１点・優秀賞３点・佳作７点  福祉大会において表彰 

 

③ 防災ボランティア育成・啓発活動   

事業名 開催日 
延べ参加

者数 

災害・防災ボランティア地区連絡会全体会 ５月１３日 ４０名 

芦安地区独居高齢者宅訪問 ７月３１日 ２０名 

夏休み防災ボランティアスクール ８月４日､５日 ３０名 

災害防災ボランティア養成講座 ８月２６日 ６８名 
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防災訓練職員派遣（１地区） ９月 ４日 １５０名 

災害ボランティアセンター設置運営講座 １１月１８日､２７日 １２８名 

藤田地区避難所､災害ボランティアセンター訓練 計７回 ３００名 

防災ボランティア意識啓発活動 ３月１１日 ２７名 

災害・防災ボランティア地区連絡会役員会 ５回 ３５名 

 

 

 ７ 各種団体等との連携  

  
① 市老人クラブ連合会事務局 

・正副会長会議 ２回   理事会 ５回   

市老人クラブ連合会事業 

・ゲートボール大会・グランドゴルフ大会・囲碁大会・講演会・高齢者作品展・芸能

発表会・理事交流会・単位クラブリーダー研修会 

 

② 山梨県共同募金会南アルプス市支会事務局   

●配分金事業 

事   業   名 事 業 内 容 配分額（円） 

地域社会福祉事業（A4） 

福祉ポスターの募集 

学校での福祉教育 
７３７，０００ 

地域福祉活動計画評価事業 １００，０００ 

あったかサービス事業

（A6） 

ふれあい生き生きサロン実施

事業 
９００，０００ 

地域における防災・減災

のまちづくり事業（A7） 

地域への防災・減災の啓発活動

など 
３００，０００ 

みんなで地域をよくする

事業（A7） 
一次相談事業・ふくし小委員会 ３１３，３２４ 

市町村社協地域福祉活動

事業（B1） 

ボランティアだより発行 ２，５００，０００ 

福祉運動会開催事業 ９８８，０４０ 

小地域福祉活動事業（B2） 甲西ふるさとまつり助成 ６００，０００ 

地域福祉活動団体推進

（B3） 
ボランティア団体育成事業 ６５０，０００ 

歳末たすけあい事業（C） 学用品支援事業 １００，０００ 

計  ７，１８８，３６４ 

 

●街頭募金活動 

    １０月３日（月） 社協理事・ボランティア・福祉施設・職員により市内８ヵ所に 

おいて実施 
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８ 成年後見センター 
 

判断能力は低下しているが契約能力のある方が対象となる「日常生活自立支援事業」と本人

に代わって契約行為や財産管理を行う「成年後見」を行っている。また権利擁護に対して研修

や啓発活動を行うなか、成年後見市民講座の研修を修了した市民生活支援員も平成２９年度に

は３名加わり９名が活動している。そのうち２名は市民後見人の活動を予定している。市民の

関心は高まっているが、潜在的ニーズの発見やつなぎには今後も研修や啓発活動が必要である。 

 
① 後見センター委員会関係 

委員会名 回 数 備 考 

成年後見センター運営委員会 

（日常生活自立支援事業推進委員

会兼ねる） 

３回 
センターの事業内容等方向性につ

いて検討 

後見業務検討委員会 ３回 
後見受任の可否・支援内容等の検

討 

 

 

② 人材育成 

内 容 日 程 備考 

日常生活自立支援事業生活支

援同行訪問 

６日間 

 
２８年度講座受講者 

成年後見市民講座 

 

 

７月２７日 

８月１０日 

８月１７日 

８月２４日 

９月 ７日 

成年後見制度・日常生活自立

支援事業について 

参加者２１名 

個別面接 

    市民生活支援員９名  担当人数 後見２名 日常生活自立支援事業１９名 

 

 

③ 日常生活自立支援事業契約件数推移（福祉サービス利用援助事業・県委託事業） 

平成２８年度契約件数 ９件 
認知５ 知的０ 精神３ 

その他１ 

平成２８年度終了件数     １０件 
認知６ 知的３ 精神１  

その他０ 

契約件数 ７９件 
認知２６ 知的２８ 

精神２２ その他３ 

延べ相談支援回数 ８，５３８回 担当者会議含む 

 

 

④ 法人後見関係受任件数推移 

平成２８年度受任件数 ２件 後見１ 保佐１ 

平成２８年度終了件数（死亡） ２件  

受任件数 １０件 後見８ 保佐２  

延べ相談支援回数 ９７６回 担当者会議含む 
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⑤ 新規相談 ６３件  ・後見関係１６件 

・日常生活自立支援事業関係２９件 

・相談日開設 毎月 1日 相談日相談１１件 

 

 

⑥ 研修・啓発活動 

内  容 日 程 場所・主催者等 

事例検討会職員研修【講師】 ４月２０日 白根聖明園 

本人中心の支援と虐待【講師】 ４月２８日 慈恵寮職員研修 

居宅介護支援と成年後見制度【講

師】 
５月１１日 ほほえみの会定期総会 

制度改定内容について【講師】 ５月１７日 生活支援員勉強会 

わかった！成年後見制度【講師】 ７月 ２日 介護福祉士会 

家庭裁判所連絡会議【参加】 ７月１１日 後見業務関係機関 

パンフレット配布【啓発】 ７月１５日 市内郵便局 

金融機関との連絡会議【参加】 ７月 1９日 
金融機関事務担当と専門

員 

生活支援員研修会【参加】 
８月２３日 

２５日 
社協職員及び生活支援員 

成年後見制度について【講師】 ８月２６日 あやめいきいき大学 

パンフレット配布【啓発】 ９月１４日 市ケアマネ、通所部会 

社会福祉協議会について【講師】 １０月２４日 山梨県立大学 2年生 

市民後見人育成事業への取り組み

【参加】 
１１月１８日 

成年後見センターリーガ

ルサポート 

お金の使い方について【講師】 １１月２０日 
障害者就業・生活支援セン

ター 

組未加入から考える地域の繋がり

【講師】 
１月２３日 

ノンフィクション南アル

プス 

春日井市権利擁護センター視察【参

加】 
２月 ８日 市民後見人について 

知多地域成年後見センター視察【参

加】 
２月 ９日 市民後見人について 

事例検討会【講師】 ２月１４日 
峡西病院、アルプスファー

ム、きづな 

事例検討会【講師】 ３月２１日 
峡西病院、アルプスファー

ム、きづな 
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９ 地域交流拠点事業(しゃきょんの家下町) 

 
① 来所者数 

種 別 延人数（団体数） 備 考 

視察団体 ６団体 延べ団体数 

昼食提供者  ９１名 延べ人数 

来所者数 １，３２８名 （デイ利用者は除く） 

コニュニティーカフェ（通所

介護予防事業） 
    １１３名 

延べ人数  

木・金曜日開催 

学生実習受け入れ ３名 
 

社会福祉士実習  ３名 

 

② 拠点貸出 

内 容 貸出回数 備 考 

囲碁クラブ ２４回 延べ  ９６名参加 

がん悩み相談  １０回 延べ   ９名参加 

 

③ 学習会・体験・講演会（イベント） 

事 業 名 開催回数 延参加人数 備 考 

映画鑑賞 １２回 １３０人  

笑いヨガ・ゆる体操・体操教室 等 ３６回 ４３２人  

音楽関係講座  ３８回 ４７２人  

教養講座  ４８回  １１０人 
歴史、栄養、詐欺、

防災、手芸等 

ナイトセミナー   １回   １４人 
マイナンバーにつ

いて 

 

④ 地域との連携 

会 議 名 開催日 参加者数 備 考 

地域福祉会議 ８月２３日 
 

８人 

民生委員、町内会

長、病院、障害者

支援、社協関係者 

下町世代間交流実行委員

会 

１１月２３日 

１２月２３日 

１月２６日 

３月２３日 

延べ３２人 

民生委員、老連会

長、病院ＣＭ、健

康増進課、サロン

代表、市生活支援

ＣＤ、社協 

 

⑤ コミュニティカフェ(通所型介護予防事業)２月より廃止 

開催日数 実開催日 
対象者名数 一般参加者 

備 考 
実数 延べ数 実数 延べ数 

１０４日 ９８日 ６名 １１３名 ６名 ２３名 市から受託 
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１０ 養護老人ホーム慈恵寮の運営（指定管理） 

 
入所者の高齢化による身体機能の低下や筋力の低下は否めないが、本人のできること、興味の

あることを様々な活動を通して発見し、声掛けや関わりを行なうことで、本人が楽しみや自信、

役割を持てるような個別支援計画を立て目標達成に向け支援を行ってきた。 

介護予防対策として寮内全体では、昼食前の口腔体操やおやつの後に行う軽体操を毎日実施し、

クラブ活動の講師の方々とも連携を図りながら、できるだけ多くの入所者が参加できる内容を検

討し進めてきた。また、精神に疾患がある入所者も多く専門部署との連携を密にし、より多くの

情報を得ることで本人の立場に立った支援に繋げてきた。 

介護が必要な入所者については、再アセスメントをし、本人のニーズにあった支援を職員間で

検討したうえで介護保険サービスに繋げている。それに伴い、当たり前のことではあるが、職員

も社内外研修に積極的に参加しスキルアップに努めてきた。 

柿平地区との合同防災訓練では、職員が車いすの扱い方を行い、地域の方々と共に学ぶ機会を

通してお互いの協力意識を高めることができた。また、今年も「柿平子供クラブ」や「リトルシ

ニア」の子供たちとの落ち葉掃きや、園児や住民との交流運動会など、多くのふれあいを通じ、

交流と同時に慈恵寮を周知する機会を設け地域に開かれた施設を目指してきた。 

指定管理の最終年度であった平成２８年度は、入所者減の中で人件費の見直しや行事の検討、

経費削減に職員一同が取り組み、成果が見える決算となった。 

施設の老朽化、入所者の減少、要介護状態や精神疾患等の入所者の増加などの課題も含め、今

後市の方向性をみながら、慈恵寮の在り方を引き続き検討していく。 

 

 

①  現況 （平成２９年 ３月３１日現在）入所者数  ３５名（５０名定員） 
・月別入所者数（Ｈ２８.４～Ｈ２９.３） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

３７名 ３６名 ３６名 ３６名 ３６名 ３６名 ３６名 ３６名 ３５名 ３５名 ３５名 ３５名 

 

・職員数  １４名  施設長１  施設運営係 係長兼生活相談員１  

 生活相談員１ 支援係 係長１ 栄養士兼支援員１   

看護師２  支援員６  洗濯業務 １ 

・学生実習受け入れ   ４名（８月県立大２名・1月健康科学大学２名） 

 

研 修 日 内   容 参加者 

４月２１日 救急救命講習会（職員・入所者・厨房対象） １０名 

４月２１日 新職員対象感染予防研修（寮内） ３名 

４月２５日 施設従事者のための虐待について（寮内） １０名 

７月 ６日 食中毒の予防と衛生管理、施設給食の在り方 １名 

   ７月２７日 メンタルヘルスを学ぶ（社協内） ３名 

８月 ８日 認知症講座（寮内） ８名 

８月２２日 給食施設における衛生管理等（中北保健所） １名 

９月 ８日 モチベーションアップ研修 １名 

９月 ７日 

１０月１２日 

現任職員研修（精神面でのセルフケア、精神障害への

理解と対処） 
２名 

１１月 ９日 
主任指導員研修（職員育成の考え方・態度と行動の啓

発） 
１名 

１１月２２日 感染症対策委員会（寮内） ８名 
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１１月２２日 事故防止委員会（寮内） ８名 

１１月２８日 コストコントロールについて（寮内） ７名 

１０月１４日 腰痛予防対策講習会 １名 

１１月１６日 社会福祉法人制度改革研修（社協内） ３名 

１２月２１日 排泄ケアにおける感染対策（寮内） ５名 

１月１９日 虐待防止・権利擁護基礎研修 １名 

１月２４日 
人材育成研修～リハビリテーションの視点から「でき

る力」をみつける～ 
１名 

１月２６日 口腔の健康管理と嚥下障害のケア １名 

２月 ９日 精神障害について（寮内）他課参加 １３名 

2 月 16 日・2月 20 日 介護職員指導者研修 １名 

２月１７日 リスクマネージメント（社協内） ３名 

３月 ８日 介護の現場で予想される病気・事故 その予防と対応 １名 

３月１３日 高齢者のためのアクティビティ １名 

３月１６日 高齢者居住系施設における看取り研修会（中北保健所） １名 

   ３月２８日 災害ボランティアセンター研修（社協内） ３名 

 

・施設内研修   ８回 ・社協内研修   ４回 ・施設外職員研修 延１２名        

・中北保健所研修 ２名 ・意見箱への投書 ３回 

 

 ②  主な実施行事 

月 日 事業内容 月 日 事業内容 

 

４月 ７日 

２１日 

２６日 

 

慈恵寮でのお花見 

救急救命講習会 

ひまわりの種の袋詰め 

１０月４日 

８日 

８～１０日 

１２・１８・ 

１９・２０日 

２５日 

 

２６日 

３０日 

誕生会（７．８．９月） 

櫛形地区文化祭作品搬入 

文化祭出展 

あなたの希望叶えます（４日間） 

 

交流運動会（柿平いきいきクラ

ブ・中央保育所・近隣住民） 

アルプスハーモニー慰問 

キャンディーステーション実施 

５月  ７日 

   １７日 

３１日 

アヤメまつり参加 

バーベキュー大会 

春レク（清里方面） 

 

６月 ８日 

６月 ９日

 １２日 

 

 １４日 

２２日 

  ２３日 

２８日 

 

 

 

春の花植え 

体協舞踊部の慰問 

柿平第２地区との合同防災訓練 

講習会（車いすの扱い方） 

春レク さくらんぼ狩り 

山田亭お蕎麦ボランティア来寮 

手作りおやつ（フルーチェ） 

誕生日会（４,５,６月生） 

１１月２日 

   ５日 

９日 

１３日 

１５日 

１６日 

１８日 

２２日 

 

２２日 

２６日 

 

手作りおやつ（安倍川だんご） 

柿平子供クラブと落ち葉掃き 

インフルエンザ予防接種 

秋の花植え 

市議会選挙期日前投票参加 

愁柳会慰問（カラオケ・舞踊） 

市長 100 才表敬訪問 

秋レク（紅葉めぐり、オーチャー

ドにて食事、買物） 

櫛形図書館読み聞かせ 

地域との交流（やきいも大会 

とマジック） 

７月  １日 

２１日 

 

 

   ３１日 

七夕飾り付け 

納涼盆踊り大会 

（柿平子どもクラブボランティア

で参加・地域住民協力、参加） 

櫛形荘納涼会参加 

１２月 ５日 

７日 

８日 

１０日 

２２日 

   ２６日 

防災訓練実施（おやつ非常食） 

クリスマスツリー飾り付け 

居室大掃除 

リトルシニア（落ち葉掃きボラ） 

誕生会・忘年会 

クリスマス会 
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８月１３日 

１３日 

  ４・１７

１９・３０日 

２５日 

３１日 

 

棚経・お盆迎え火 

柿平盆踊りへ参加 

寮外買物レク 

 

厚生連一斉検診（１回目） 

手作りおやつ（ソフトクリーム） 

１月１０日 

１２日 

  １４日 

 

２７日 

市長 100 才表敬訪問 

柿平地区のどんど焼き参加 

（団子作り） 

信玄ロック桃源訪問 

新年会、末苗会の民謡、語り部 

９月１５日 

１８日 

２１日 

２６日 

２７日

３０日 

県 100 才長寿慶祝訪問 

生け花ボランティア来寮 

市米寿、市内最高齢慶祝訪問  

ぶどう狩り（原田農園） 

手作りおやつ（ソフトクリーム） 

火災を想定しての夜間避難訓練 

 

２月 ３日 

１８・１９日 

２１日 

１５・２６日 

 

節分豆まき 

小笠原・山寺分館祭り出展 

厚生連一斉検診（２回目） 

畑の作業 

３月 ６日 

８日 

 

避難訓練 

ミニ誕生日会（インフルエンザの

ため） 

※ 誕生会は３ケ月ごとに実施 １２月は忘年会と誕生会を共に開催 

※ 毎月講師指導のもとクラブ活動を実施（音楽・書道・華道・ゆる体操・健康体操・舞踊） 

 

 

 

≪介護保険部門≫  
 

１ 居宅介護支援事業（ケアマネジメント） 

介護認定を受けている利用者の個々の状況に合わせて、利用者主体の居宅介護計画（ケアプラ

ン）作成に取り組んできた。介護サービスの他に、地域関係者や多職種との連携をはかり、地域

で暮らす視点でケアマネジメントを行っているため、地域の支援者を含めたケア会議や担当者会

議も増えてきた。２８年度も特定事業所加算Ⅰを維持することで、経営面の安定も図れたことや、

介護支援専門員実務研修の実習受入協力事業所となり、主任介護支援専門員２名を中心に、実習

生の計画的な指導を行ってきた。近年利用者１名に対する支援が複雑・多様化していることや、

特定事業所としての困難ケースの受け入れ、地域の介護支援専門員を支援する役目も担うため、

今後も事業所全体で日々の事例の検討・検証により研鑽を積み、個別の課題解決が地域の課題解

決にもつながることを意識していきたい。 
 

新規依頼の相談(年間) ５９件  うち支援開始４３件 

カンファレンス・担当者会議 ３２６件 

 

① 介護保険   

介護度 年間利用者数  
（延べ）   

月平均件数 

小数四捨五入 
要介護１    ７５１     ６３ 

要介護２    ７１０     ５９ 

要介護３    ４２７     ３６ 

要介護４    ３５１     ２９ 

要介護５    １５８     １３ 

合  計 ２，３９７    ２００ 

    中重度者(介護３～５)の割合は全体の３９％となっている。 
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② 介護予防                      

介護度 年間利用者数 
(延べ) 

月平均件数 
小数四捨五入 

要支援１ １７ １ 

要支援２ １３６ １１ 

合  計 １５３ １２ 

 
③ 研修 

     名     称   回  数 

県 ・南アルプス市主催      １５回 

県・峡介護支援専門員協会主催    ６回 

課内研修・自主研修  ２５回 

県市町村職員研修     １回 

社協内研修 ３回 

 

④ 実習受け入れ 
平成２８年度介護支援専門員実務研修 ３日実習(１月～２月)３名(計９日間)  

   県立大学(ソーシャルワー)１日実習(８月)     ３名 (計３日間) 

      健康科学大学（ソーシャルワーク）１日実習(１月) ２名（計２日間） 

⑤ 研修の演習助手派遣 
   山梨県介護支援専門員更新研修Ⅱ（山梨県社会福祉協議会）１日（９月）２名 

 

２ 通所介護事業（デイサービス）  
  

デイサービスゆうかりは、介護予防運動指導員を配置し予防事業の一環として通所型サービス

Ａの受け入れも行い「歩行浴」の指導にも力を入れてきた。また、「温泉に入れるデイサービス」

として周知され、困難事例にも対応してきたが軽度者が全体の７割近くを占め稼働率も低迷し、

なかなか収益にはつながらなかった。 

デイサービスセンターわかくさは、中重度者や困難事例を積極的に受けるため「職員・看護師

の人員体制」を充実させ中重度者ケア体制加算が取れる体制作りに力を入れ、利用者、家族のニ

ーズに対応すべく朝、夕の時間延長等にも対応してきた。しかし、やはり稼働率の低迷が続き思

うような収益には繋がらなかった。 

平成２８年度から市町村が管轄する地域密着型サービスへ移行したデイサービスしゃきょん

の家下町は、町内会全世帯を対象に実施したアンケート調査の結果から、「勤務時間後（夜間）

に講演を行ってほしい」という希望を受け、「ナイトセミナー」を開催。特に要望が多かった「マ

イナンバー制度について」をテーマに学習を行った。          

経営戦略として、導入した「基準該当障害福祉サービス」については、ゆうかり、わかくさ両

デイで１名ずつの受け入れとなっている。高齢者のみではなく誰もが地域住み慣れた地域で暮ら

せるよう幅広いサービスを展開している。 

今後も３事業所それぞれの特徴を活かしながら利用者獲得にも力を注ぎ、地域と連携し地域に

なくてはならない施設をめざしていく。 

 

① 利用状況 

事業所名 定員 年間開設日数 １日平均利用者数 延べ利用者数 稼働率 

デイわかくさ ３０ ３１０ １８．７ ５，８０２ ６２．３％ 

デイゆうかり ３０ ３１０ ２２．９  ７，１２２ ７６．０％ 

しゃきょんの家下町 １０ ３１０  ８．８５  ２，７４４ ８８．５％ 
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② 介護度別利用者 

事業所 
要支援１ 要支援２ 介護１ 介護２ 

延べ 

人数 

延べ 

回数 

延べ 

人数 

延べ 

回数 

延べ 

人数 

延べ 

回数 

延べ 

人数 

延べ 

回数 

デイわかくさ 2 6  7 54 111 1,207 68 1,289 

デイゆうかり 0 0 54 369 262 2,715 223 2,179 

しゃきょんの家下町 1  13 3  32 75 899 74 889 

合計 3 19 64 455 448 4,821 365 4,357 

事業所 
介護３ 介護４ 介護５ 

合計(延べ) 延べ 

人数 

延べ 

回数 

延べ 

人数 

延べ 

回数 

延べ 

人数 

延べ 

回数 

デイわかくさ 103 1,084 104 1,366 50  486 5,492 

デイゆうかり 127 1,285 41 366 13 114 7,028 

しゃきょんの家下町 57  681 0 0 0 0 2,514 

合計 287 3,050 145 1,732 63 600 15,034 

わかくさデイ 

＊要支援１・２の内 総合事業 延べ人数 ２４名 延べ回数 １９５回   

＊基準該当障害福祉サービス  延べ人数 １２名 延べ回数 １１５回  

デイゆうかり 

＊要支援１・２の内 総合事業（通所型サービスＡ） 延べ人数 ２名 延べ回数 １８回   

＊基準該当障害福祉サービス            延べ人数１２名 延べ回数 ９４回  

  

③ 年間の主な行事 
・お花見会   ・保育園児との交流 ・夏祭り  ・おやつづくり ・紅葉狩り 

・クリスマス会 ・節分会 ・誕生会 ・学童との防災訓練  ・地域住民の交流   

・福祉運動会への参加 ・小学生との交流 日帰り行楽（自主事業） 

・1年間ご利用者さんへ写真アルバム（デイでの活動様子）プレゼント 

・映画鑑賞・子育てサークルとの交流会 

 

④ ボランティア協力状況 

事業所 定期的なﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数 訪問ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体数 訪問ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ回数 

デイわかくさ   延べ ６０８人 １８   １３７ 

デイゆうかり   延べ １１０人 ２５  １０５ 

しゃきょんの家下町   延べ ５３９人 ６団体他個人  ３８３ 

 

⑤ 研修会 

研修名 内   容 参加者数 

介護福祉士実習指導者養

成講習会（山梨県介護福祉

士会） 

介護福祉士実習指導者研修 １名 

地域包括ケア推進セミナ

ー 
介護サービス事業の戦略的経営について 1 名 

感染症対策講座 レジオネラ感染症 ２名 
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南アルプス市セミナー 

事業所部会研修 

全体研修（権利擁護について 他）小規模部会研

修会（地域密着事業について）、通所部会（認

知症 他）、ソーシャルワークセミナー 

１１名 

社協職員研修 

ＣＳＷ視点を持つための事例検討会.リスクマ

ネジメント研修.メンタルヘルス研修・防災危機

管理研修 

２４名 

介護職員指導者研修 介護の現場で予想される病気・事故 1 名 

管理者研修 施設管理者の姿勢 １名 

虐待基礎研修 在宅支援者・施設従事者向け ２名 

高齢者権利擁護研修 高齢者の権利を守る支援について １名 

峡北・南アルプス地域在宅

医療多職種人材研修会 
緩和ケアについて学ぶ １名 

介護セミナー ボディメカニクス基本講座・車椅子の移乗方法 ８名 

介護職員実務者研修 
口腔の健康管理と摂食嚥下障害のケア 

クレーム対応・介護記録の書き方 基礎編、他 
３名 

山梨県老人福祉施設協議

会 

介護職員初任者研修・社会人としての心構えや

基本的なマナーを身につける 
１名 

市主催 多職種合同意見交換

会 ・権利擁護 
実施報告と各々の立場で考えるチームケア ４名 

若年性認知症研修 
山梨県における若年性認知症の現状と課題・実

践報告 
１名 

実習受け入れ 

インターシップ（若草中）２名  

   甲斐清和高 （施設実習）１名  

   優和福祉専門学校（介護福祉士養成）２名 

   社会福祉士実習生（県立大学）1名 （健康科学大学）３名 

 

 

３ 訪問介護事業（ホームヘルパー派遣） 

 
介護を必要とする高齢者や障害者が住み慣れた地域で、安心してその人らしい在宅生活が送れ

るよう、介護保険・障害者総合支援法・移動支援事業等によるホームヘルプサービスを実施して

いる。平成２７年からの南アルプス市の総合事業として委託を受けていた訪問型サービスＡ事業

は、平成２８年からは委託ではなく市の指定事業所として事業運営をしている。すべての事業に

おいて、地域包括ケアシステムに向けた「自立支援」「地域で暮らすための支援」「重度者への

介護技術の向上」が必要とされ、事業所全体で介護技術の研鑽を積み、地域で暮らしていくため

の関係者との連携を図り、利用者一人一人の個別課題に向き合って支援していくことに努めてい

る。 

 

① 介護保険事業（要介護・要支援・総合事業訪問型サービス・訪問Ａ） 

サービス提供日数 延べ利用者数 

３６５日 １，４６４人 

 

② 障害者総合支援事業（居宅介護・重度訪問介護・同行援護） 

サービス提供日数 延べ利用者数 

３６５日 ６４７人 
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③ 地域生活支援事業（移動支援）委託事業 

 登録利用者数 ２５名 延べ派遣回数   １２７１回 

 

④ 制度外サービス 

 年間延べ利用者数(訪問回数)  １８名(54 回) 

 

⑤ 養育支援訪問事業  委託事業 

 利用件数 ０件 派遣回数    ０回 

 

⑥ 研修会  

研修名       内    容 ( )内は参加人数 参加者数 

事業所内部研修会 

・ヘルパーマニュアル、緊急時（35）・市の総合

事業（7）・「ケアプラン・個別支援計画書の見方」

（6）・訪問Ａ調理実習（7）・訪問Ａ支援員の業

務内容と留意点（7）・同行援護の基礎（35）・食

中毒（27）、感染症（35）・総合事業（7） 

・居宅支援課合同事例検討会５回（25）・「事例

検討会の基礎」鈴木伸治講師（5）・集団指導伝達

研修（感染症、介護保険）（6） 

２０２名 

市訪問部会・居宅部会 
・トランスファー（15）・障害福祉サービス計画

相談との連携(2) 
  １７名 

介護福祉士会 ・認知症予防（2）・介護技術講座（2）   ４名 

専門研修 

・同行援護研修、基礎編(2)応用編(1）・サービス

提供責任者研修（1）・実習指導者研修(1)・実務

者研修（1）・難病疾患等ホームヘルパー養成研修

(1)・介護職員等喀痰吸引基礎研修(1)、障害福祉

従事者基礎研修(2) ・福祉有償運送運転者講習会

(1) 

１１名 

全社協 
・市区町村社協介護サービス研究会研修「住民主

体の地域包括ケア推進セミナー」(1) 
１名 

県社協・全社協 ・記録の書き方（1）・困難事例研修会（1） ２名 

山梨県 
・介護サービス事業者集団指導（1）・障害福祉サ

ービス集団指導（1）・高齢者いきいきライフパー

トナー（3）、介護職員指導者研修（4） 

９名 

南アルプス市包括・福祉 
・虐待防止権利擁護基礎研修（3）・在宅療養連携

（2）・地域福祉セミナー（1）・地域ささえ愛セ

ミナー（1） 

７名 

社協内全体研修 

・メンタルヘルス（7）・トランスファー(11)・防

災サテライト運営訓練（5）・協議体について（6）・

リスクマネジメント（4）・防災ボランティアセン

ター研修（4） 

３７名 

その他 
・雇用管理責任者講習(1)・雇用管理セミナー(1)・

防災（櫛形西地区）（1）・山梨県防災リーダー（1） 
４名 
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⑦ 講師派遣  

・６月２４日･１２月１４日 介護職員実務者研修「介護の基本Ⅱ」 

(山梨県就業支援センター主催) 帝京科学大学山梨市キャンパス 

・１０月９日 南アルプス市視覚障害者福祉会「同行援護及び移動支援についての研修会」 

                            南アルプス市市民活動センター 

・１０月１１日･１８日 訪問介護適正実習研修事業「サービス提供責任者研修」 

          （山梨県長寿介護課主催）   介護実習普及センター 

・１１月２５日 白根飯野小学校福祉授業「認知症について」          

            

 

⑧ 訪問介護実習等の受け入れ       ４校 １１名  （１５日間） 
優和福祉専門学校(介護福祉士)１年生 １日見学実習１名(６月)  (計１日間) 

２年生 ４日間実習２名(９月)   （計４日間） 

帝京福祉専門学校(介護福祉士)２年生 ２日間実習３名(１１月） （計６日間) 

県立大学(ソーシャルワーク)     １日間実習２名（８月)   (計２日間) 

健康科学大学(ソーシャルワーク)   １日間実習３名(８月･１月) (計２日間) 
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